
過去分1

【共通項目】

Q1 役員名簿について　どのような情報が必要か。また、謄本にて代用が可能か。

A1 役員名簿につきましては、登記簿謄本にて代用可能です。

Q2 委託料見積書の２（２）一月当たりの想定食数に検食が含まれている記載があるが、費
用負担区分には、検食は受託者持ちと記載されている。どちらの記載が正しいのか。
また、見積書が正しい場合、保育園給食の検食分も想定食数に含むことができるのか。

A2 検食につきましては、受託者負担となります。検食に係る食材の費用も含めて、見積書
に計上をお願いいたします。保育も同様となります。

【まほろばの里たいわ】

Q3 厨房機器について、厨房設備図面があればいただきたい。また、厨房見学を行うことが
可能か。

A3 厨房設備図面につきましては、仕様書にお示しのもののみとなります。
厨房見学につきましては、日程調整を行わせていただきます。

Q4 施設規程の約束食事箋、アレルギーマニュアル等の使用を開示してほしい。
また、保育園のおやつの指定はあるのか。

A4 資料につきましては、契約前に開示することはできません。
保育園のおやつにつきましては、下記のとおりです。

午前：牛乳若しくはお茶とウエハースやビスケット等軽めのものを提供

午後：補食の目的で、果物やおにぎり等を提供

Q5 給茶の用意はどちらの作業分担及び経費負担になるのか。受託者側の作業分担及び経費
負担の場合、お茶の種類や銘柄の指定、月間使用量の目安はどのくらいか。また、コッ
プや湯飲みの洗浄はどちらの業務になるのか。

A5 給茶の用意は委託者の作業分担及び経費負担となります。

プ ロ ポ ー ザ ル に 係 る 質 問 及 び 回 答
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Q６ やわらか食は常食からの展開として手作りで作成したものという認識でよいのか。

A6 お見込のとおりです。

Q7 加工の際に用いる酵素の種類等の指定はあるのか。

A7 加工の際の酵素の指定はありません。ただし、やわらか食の加工に関して酵素の使用
はしない予定となっております。食材によっては、特殊食品を使用する予定です。
酵素を使用したやわらか食でご提案がありましたら、提案書に記載をお願いします。

Q8 ムース食「コード３相当」について、利用者様がコード２以上相当となった場合の対
応はどのようになるのか

A8 コード２以上となった場合は、各ユニットにて対応いたします。
（つぶして提供、撹拌してとろみ添付で提供等）

Q9 治療食等で用いる特殊食品、栄養補助食品等について、献立作成時点で食材費を上回
る場合、費用負担の相談は可能か。
やわらか食を調理する際に用いる酵素等の管理・費用負担はどちらになるのか。
献立内で使用する増粘剤、栄養補助食品等の銘柄指定はあるか。

A9 どの食品についても一般食と同じ単価で検討をお願いいたします。特殊食品を使用す
る場合の管理、経費負担は受託者側の負担となります。
増粘剤については、（株）クリニコの「つるりんQuickly」を使用しています。ムース
食、粥ゼリーには（株）ヘルシーフードの「ホット＆ソフト」を使用しています。
治療食に使用する栄養補助食品は、必要栄養量を満たすために適正な物であれば可能
です。物性は喫食利用者により異なるため、施設栄養士と協議の上決定します。

Q10 食形態について現状おおよその各形態の人数、および「主食」の形態及び人数を教え
ほしい。
治療食について現在の献立展開数、提供状況(各食数)、受託側にて負担している栄養
補助食品等の種類銘柄、個数等の詳細をお教えてほしい。

食事提供状況　：　常食：約35名　一口大：約25名　やわらか食：約40名
　　　　　　　　　　　ムース：約30名
　　　　　　　　　主食：　米飯：約35名　軟飯：約30名　全粥：約35名
　　　　　　　　　　　　　粥ゼリー：約30名
　※　利用者の身体状況の変化やショートステイ、デイサービス利用者により
　　　変動があります。
治療食
　　エネルギーコントロール食　：19名　蛋白、塩分コントロール食　：　2名
　　塩分コントロール食　　　　：12名　易消化食　　　　　　　　　：　1名
※その他デイサービス、ショートステイ利用者にも数名治療食提供があります。
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Q11 個人対応について、おおよその現在の対応数および対応例を教えてほしい。
幼児食は特別養護老人ホーム提供献立と完全別献立での提供でしょうか。

A11 個人対応は、蛋白源で食べられないもの（嗜好及び服薬、疾患関係）は対応します。
野菜類の嗜好は対応外となりますが、一部例外があります。見ただけで悪化が現れ
場合等も対応しております。
幼児食は、特養からの展開は可能です。ただし、幼児に向けた献立、食材を使用し
てください。

Q12 提案書へ添付する1ヶ月の献立表（案）とは、常食の献立表（案）の１種類のみで
よいか。また、献立表（案）とは、月間の献立名のみでよいか、詳細献立や栄養価
の記載は必要か。

A12 月間の予定献立表を提出してください。詳細献立は特に求めませんが、栄養価の記
載はお願いいたします。

Q13 通所介護利用者へのおやつ提供はないとの理解でよろしいか。

A13 お見込のとおりです。

【まほろばの里向山】

Q14 特養及び短期入所者に対する朝食の提供は、「前日渡し」となっているが、「前日
渡し」の配膳方法や前日の配膳時間など厨房側での具体的な業務内容について教示
願いたい。また、厨房から配膳後、翌日までのユニットでの保管方法について、設
備面も含めて教示願いたい。

A14 [
「前日渡し」については、現在は牛乳、ヨーグルト、水分補給ゼリーのみ夕食の配
膳時間に合わせて各ユニットへ届けています。
配膳後は、各ユニットの冷蔵庫で保管し、朝食時に提供しています。朝食のおかず
については、クックサーブで提供、主食（粥・粥ゼリーのみ）については、朝食配
膳後に湯煎して提供しています。汁物と湯煎後の主食については、提供前に温度を
測定し記録に残しています。

Q１５ 献立の作成にあたって、麺やパンなどの提供頻度など献立への組み込みにあたり指
定はあるか。

A15 特に指定はありませんが、バラエティーに富んだ献立の方が好まれる傾向にありま
す。
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Q16 特養及び短期入所の、提供する治療食の種類や割合、治療食ごとの食数、各食形態の
の提供割合、アレルギーや禁止食品の種類、割合について、それぞれご教示願いたい。

A16 現在提供している治療食
・心臓食　1食
・貧血食　1食

食事形態
・常菜13　・一口大27　・刻み5　・極刻み4　・ソフト6

アレルギーや禁止食について
グレープフルーツ・納豆・青汁・パン・麺・鯖・酢の物・生物（刺身）・カレー・シチュー
ハヤシライス・たら・ほっけ・鶏肉・豚肉・牛肉
その他嚥下状況等により摂取が難しいと判断したものについて検討する場合があります
※　治療食、食事形態について8/10現在での提供のため変動する可能性があります
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